
             

   平成２２年７月９日 

各  位 

会 社 名 ニッケ (日本毛織株式会社 ) 

代 表 者 名 取締役社長 佐 藤  光 由 

（コード番号 ３２０１ 東証・大証各第一部） 

本社所在地 大阪市中央区瓦町３丁目３番１０号 

取締役常務執行役員 問い合せ先 
経営戦略センター長 

瀬 野  三 郎 

（ＴＥＬ.０６－６２０５－６６１０） 

 

事業の再編について 

 

当社は、平成２２年７月９日開催の取締役会において、衣料繊維事業のグローバルな視点からの生

産体制の最適化を目的として、効率的な生産体制を構築し、商品の一層の高付加価値・高機能化と開

発の迅速化を進めるため、国内外の製造拠点を統合することとし、併せて開発事業の強化のため、当

該敷地を有効活用する方針を決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．国内生産体制の再編 

  当社の連結子会社である尾州ウール株式会社（愛知県稲沢市）の染色工程・製糸工程を当社一宮

工場（愛知県一宮市）に統合します。また、当社一宮工場内の設備を再配置して、尾州ウール株式

会社の撚糸工程を当社一宮工場敷地内に移設し、開発力の機能強化ならびに効率的且つ機動的な生

産体制の構築を図ります。 

     また、拠点統合に伴う従業員の雇用については、ニッケグループ内への異動を含め対応します。 

（１）日程（予定）  平成２３年１月末 一宮工場への統合・移設完了     

（２）拠点統合後の対応 

     尾州ウール株式会社の敷地については、商業施設への転用等の開発を行います。 

 

２．中国生産体制の再編 

  当社の連結子会社である青島日毛紡織有限公司（中国山東省）での梳毛糸生産を中止し、同社の

設備の一部を当社の連結子会社である江陰日毛紡績有限公司（中国江蘇省）へ移設、生産効率の向

上と同時に、ハイブリッド糸等の高付加価値素材を含めた製造品目の拡充をはかり、新たな顧客ニ

ーズへ対応できる生産体制を構築します。 

（１）日程（予定）  平成２２年８月末  青島日毛紡織有限公司 操業停止 

（２）操業停止の方法および停止後の対応 

青島日毛紡織有限公司の操業停止の方法および操業停止後の従業員等の対応については、関係

機関等と協議の上決定します。 

 



３．当該連結子会社の概要 

 国内生産体制再編の連結子会社 中国生産体制再編の連結子会社 

会社名 尾州ウール株式会社 青島日毛紡織有限公司 

所在地 愛知県稲沢市西町３－１５－１ 中国山東省青島経済技術開発区 

嘉陵江東路 

代表者 代表取締役社長 坪井 清明 董事長 山本 唯義 

事業内容 梳毛糸の製造 梳毛糸の製造 

設立年月 平成１３年１１月 平成７年２月 

従業員数 ６４名 １９０名 

出資金 ３０百万円 ＵＳ＄８,０００,０００ 

決算期 １１月３０日 １２月３１日 

大株主及び 

持株比率 

日本毛織㈱ １００.００％ 日本毛織㈱ １００.００％ 

 

４．今後の見通し 

連結業績および個別業績に与える影響額 

   上記の国内外の事業再編に伴い、設備除却損および撤去費用等約１０億円の構造改善費用が発

生する見込みであり、本日発表の業績予想には当該数値を織り込み済みです。 

   また、翌期以降には増益効果が見込まれ、本事業再編が完了する平成２４年度以降は約５億円

程度の増益効果が見込まれます。 

今後、開示すべき事項が生じた場合は、速やかに開示してまいります。 

以   上 


